
第４２回和歌山県入札監視委員会 議事概要第４２回和歌山県入札監視委員会 議事概要第４２回和歌山県入札監視委員会 議事概要第４２回和歌山県入札監視委員会 議事概要

開催日及び場所 平成２４年２月２３日（木） １３：３０～

和歌山県自治会館 ２０３会議室

出席委員氏名 田 中 昭 彦（委員長）

濱 田 学 昭（委員長代理）

江 海 康 子

木 下 正 美

松 本 雅 博

水 城 実

審議対象期間 平成２３年１０月１日 ～ 平成２３年１２月３１日

抽出案件 総件数 ２ 件 議事

○入札及び契約手続の実績状況等の報告

一般競争入札 － 件 ○抽出工事に係る競争参加資格の設定の経緯

等審議

条件付き ２ 件 ○意見交換会

一般競争入札

通常指名競争入札 － 件

随意契約 － 件

委員からの意見・ 意見・質問 回 答

質問、それに対す

る回答 別紙のとおり 別紙のとおり

委員会による建議 なし

の内容



別紙 Ｎｏ．１

意見・質問 回 答

【条件付き一般競争入札】

○（合併入札） （発注機関：有田振興局建設部）

①有田川河川災害復旧工事

②伏羊川河川災害復旧工事

１．Ａ委員 １．全者失格となり、再度公告して入札をやり直す

応札８者中７者は最低制限価格未満で失 ことになる。

格となっており、落札した者だけが予定価

格に近い額となっている。ランダム係数に

より最低制限価格を決定するしくみの中で

こうしたことが起こってくるが、仮に落札

者も低い額で応札していた場合はどうなる

か。

２．Ｂ委員 ２．ランダム係数は入札ごとに算出されるものなの

その場合、ランダム係数は変わるのか。 で、（偶然同じになる場合を除き）異なる値となる。

○国道４８０号（仮称２号トンネル）道路 （発注機関：道路建設課）

改良工事

１．Ａ委員 １．メリット・デメリットがあるが、地元の意見を

山内を迂回する道路を造ることになるが、 聞き議論のうえ、やはりバイパスが必要との結論と

経済効果としてはどうなのか。 なったもの。

２．Ａ委員 ２．調査の結果、そう判断した。また、低額での応

約７０％の落札率で非常に低額となって 札は、ここぞと思う工事には特に力を集中するとい

いるが、低入札価格調査を行うとはいえ、 う、応札者の経営判断というものもあるのではない

適正に工事ができるのか。 かと思われる。

３．Ｂ委員

失格となった２者の失格理由は何か。 ３．低入札価格調査書類の提出がなかった。



別紙 Ｎｏ．２

意見・質問 回 答

４．Ｃ委員 ４．「低入札価格調査結果の概要」は結論のみ簡潔に

会議資料の「低入札価格調査結果の概要」 示したものなので、これに記載した内容だけで判断

を見ても、これだけでは本当に低い金額で できるものではない。実際は詳細なマニュアルに沿

も出来るという事が確認できない。 って様々な提出書類を審査し、ヒアリングも行い、

その結果として判断している。

５．Ｄ委員 ５．トンネルの場合専門業者があり、落札者自身が

低入札価格調査の概要において、手持ち 保有していなくてもよい。低入札価格調査において

資材欄が「該当なし」となっているが、受 は専門業者の見積書も確認している。

注者が保有していなくてよいのか。

６．Ｅ委員 ６．１３１４点。経営事項審査の総合評定値が８３

落札したＪＶの構成員の総合点数は何点 ２点で地方基準点数が４８２点。

か。またその内訳は。

７．Ｆ委員 ７．ＪＶの代表者についてはトンネル工事の実績を

落札したＪＶの構成員はトンネルのノウ 求めているが、構成員には求めていない。これは県

ハウを持っているのか。 内業者への技術移転を図るためで、構成員には本工

事により実績を積んでもらうことで、今度は単独で、

あるいは JV の代表者として入札参加できるように

なってもらうことを意図している。

【意見交換会】

下記について意見交換を行った。

記

１．公共工事動向について

２．台風１２号に伴う復旧・復興事業からの暴力団排除について


